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Cisco UCS Directorスタートアップガイド

Cisco UCS Director
Cisco UCS Directorは、エンドツーエンドの管理やオーケストレーション、自動化に関する、安全性の高い包括的なソ
リューションです。Ciscoや他社の広範なデータインフラストラクチャコンポーネントおよびCiscoUCSとCiscoNexus
プラットフォームに基づく、業界をリードするコンバージドインフラストラクチャソリューションに対応します。サ

ポート対象のインフラストラクチャコンポーネントとソリューションの完全なリストについては、『CiscoUCSDirector
Compatibility Matrix』を参照してください。

Cisco UCS Directorは、次の標準テンプレートを使用する 64ビットのアプライアンスです。

• Open Virtualization Format（OVF）for VMware vSphere

• Virtual Hard Disk（VHD）for Microsoft Hyper-V

Cisco UCS Directorを介した管理

Cisco UCS Directorは、Cisco UCSを通じてコンピューティング層およびネットワーク層の統合を拡張し、データセン
ターインフラストラクチャコンポーネントの包括的な可視性と管理性を提供します。サポート対象のシスコとシスコ

以外のコンポーネントの設定、管理およびモニタのために Cisco UCS Directorを使用できます。実行できるタスクには
次のものがあります。

•すべての Cisco UCSサーバおよびコンピューティングアプリケーションを対象にした、サービスプロファイルと
テンプレートの作成、複製、および導入

•コンバージドインフラストラクチャにおける組織の使用状況、トレンドおよび容量の継続的なモニタリング。た
とえば、すべてのデータセンター間の仮想マシン（VM）の使用率を示すヒートマップを表示できます。

•一貫したリピート可能な方法によるコンバージドインフラストラクチャへの容量の導入や追加。

• Cisco UCSドメインやCisco Nexusネットワークデバイスなどの、データセンターコンポーネントの管理、監視、
報告。

•物理インフラストラクチャへのサービスを追加するための仮想サービスカタログの拡張。

•非仮想化ワークロードで動作する仮想化ワークロードに対応するための安全なマルチテナント環境の管理。

Cisco UCS Directorによる自動化とオーケストレーション

Cisco UCS Directorでは、自動化サービスを提供するワークフローを構築し、ワークフローを公開して、そのサービス
をオンデマンド方式でユーザに提供できます。社内の他のエキスパートと連携して、ポリシーを迅速かつ簡単に作成

できます。単純または複雑なプロビジョニングおよび設定プロセスを自動化するためのCiscoUCSDirectorワークフロー
を構築できます。
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一度構築および検証された後は、これらのワークフローは誰が実行しても常に同じように実行できます。経験豊富な

データセンター管理者がそれらを実行したり、または、ロールベースアクセスコントロールを実行してユーザや顧客

が必要に応じてセルフサービスベースでワークフローを実行できるようにすることができます。

Cisco UCS Directorを使用して、サポート対象のシスコおよびシスコ以外のさまざまなハードウェアおよびソフトウェ
アのデータセンターコンポーネント間で多岐にわたるタスクおよび使用例を自動化できます。自動化できる使用例に

は以下のものがありますが、これらに限定されません。

• VMのプロビジョニングとライフサイクル管理

•ネットワークリソースの設定とライフサイクル管理

•ストレージリソースの設定とライフサイクル管理

•テナントオンボーディングとインフラストラクチャの設定

•アプリケーションインフラストラクチャのプロビジョニング

•セルフサービスカタログと VMプロビジョニング

•オペレーティングシステムのインストールを含むベアメタルサーバのプロビジョニング

ライセンスの取得

ライセンスについて

Cisco UCS Directorを使用するには、次の手順に従ってライセンスを取得する必要があります。

1 Cisco UCS Directorをインストールする前に、Cisco UCS Directorライセンスキーを生成し、証明書（製品アクセス
キー）を要求します。

2 シスコのソフトウェアライセンスサイトに製品アクセスキー（PAK）を登録します（製品アクセスキーの契約履
行, （3ページ）を参照してください）。

3 Cisco UCS Directorをインストールした後、ライセンスの更新, （6ページ）の手順に従って、Cisco UCS Director
でライセンスを更新します。

4 ライセンスが検証されると、Cisco UCS Directorの使用を開始できます。

製品アクセスキーの契約履行

はじめる前に

PAK番号が必要です。
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手順

ステップ 1 シスコのソフトウェアライセンスWebサイトに移動します。
ステップ 2 [製品ライセンスの登録（Product License Registration）]ページが表示されたら、トレーニングを受ける

か、または [製品ライセンスの登録を続ける（Continue to Product License Registration）]をクリックしま
す。

ステップ 3 [製品ライセンスの登録（Product License Registration）]ページの [PAKまたはトークンからの新規ライセ
ンスの取得（Get New Licenses from a PAK or Token）]をクリックします。

ステップ 4 [契約を履行する単一 PAKまたはトークンの入力（Enter a Single PAK or TOKEN to Fulfill）]フィールド
に PAK番号を入力します。

ステップ 5 [単一 PAK/トークンの契約履行（Fulfill Single PAK/TOKEN）]をクリックします。
ステップ 6 PAKを登録するために、[ライセンス情報（License Information）]でその他のフィールドに情報を入力し

ます。

説明名前

組織名。[組織名（Organization Name）]

サイトの連絡先の名前。[サイトの連絡先の名前（Site Contact Name）]

組織の番地。[組織の番地（Street Address）]

市区町村名。[市区町村(City or Town)]

州/都道府県。[都道府県（State or Province）]

郵便番号。[郵便番号（Zip or Postal Code）}

国名。[国（Country）]

ステップ 7 [キーの発行（Issue Key）]をクリックします。
ライセンスの機能が表示され、デジタルライセンス契約書と zip圧縮のライセンスファイルが添付され
た電子メールが届きます。

Cisco UCS Directorのインストール
Cisco UCS DirectorはVMware vSphereまたは vCenter、あるいはHyperV環境でホストできます。システム要件、前提条
件、およびインストール手順の詳細については、『Cisco UCS Director Installation on VMware vSphere Guide』および
『Cisco UCS Director Installation on Microsoft Hyper-V Manager Guide』を参照してください。
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Multi-Node設定がサポートされるのは、64ビットオペレーティングシステムのCiscoUCSDirectorのみです。Multi-Node
設定では、Cisco UCS Directorをスケーリングして、Cisco UCS Directorを単独でインストールした場合よりも、さらに
多くのVMに対応できます。Multi-Node設定での Cisco UCS Directorのインストールと構成の詳細については、『Cisco
UCS Director Multi-Node Installation and Configuration Guide』を参照してください。

ShellAdmin でのネットワークインターフェイスの設定
この手順は任意です。

手順

ステップ 1 ShellAdminユーザクレデンシャルで Cisco UCS Director VMコンソールにログインします。
導入後に初めてShellAdminにログインした場合は、デフォルトのパスワードを変更するように求められ
ます。

ステップ 2 [ネットワークインターフェイスの設定（Configure Network Interface）]を選択します。

ステップ 3 Do you want to Configure DHCP/STATIC IP [D/S]プロンプトで、次のどちらかを入力しま
す。

• DHCPが有効である場合、Dを入力します（IPアドレスが自動的に割り当てられます)。

•スタティック IPを設定するには、Sを入力してから、次のプロンプトで設定するインターフェイス
を選択します。その後 IPv4または IPv6を選択するオプションが表示されます。続いて、選択され
たインターフェイスと IPのバージョンの確認が行われます。[Y]を選択して続行します。次の詳細
を入力します。

◦ IPアドレス

◦ネットマスク

◦ゲートウェイ

◦ DNSサーバ 1（DNS Server 1）

◦ DNSサーバ 2（DNS Server 2）

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、承諾します。

Cisco UCS Director GUI へのアクセス

最初のログイン

ホスト名と IPアドレスのいずれかと次のクレデンシャルを使用して、Cisco UCS Directorにログインします。
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•ユーザ名：admin

•パスワード：admin

最初の管理アカウントを作成した後、起動時の管理アカウントを削除するか、少なくともデ

フォルトのパスワードを変更することをお勧めします。エンドユーザポータルにアクセスす

るには、有効な電子メールアドレスが必要です。

（注）

管理者パスワードの変更

最初に Cisco UCS Directorにログインした後、デフォルトの管理ユーザパスワードを変更するように求められます。2
回目以降のログイン時に、以下の手順に従って管理ユーザパスワードを変更することができます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 デフォルトのパスワードを変更する管理ユーザが含まれている行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [パスワードの変更（ChangePassword）]
を選択します。

ステップ 5 [パスワードの変更（Change Password）]画面で、古いパスワードを入力してから、新しいパスワードを
入力し、確認します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ライセンスの更新

はじめる前に

圧縮されたライセンスファイルを電子メールで受け取った場合は、展開してライセンス（.lic）ファイルをローカルマ
シンに保存します。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンス（License）]の順に選択します。
ステップ 2 [ライセンス（License）]ページで [ライセンスキー（License Keys）]をクリックします。

ステップ 3 [ライセンスの更新（Update License）]をクリックします。
ステップ 4 [ライセンスの更新（Update License）]画面で、次のいずれかを実行します。
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a) ローカルシステムから .licファイルを削除するか、[ファイルを選択（Select a File）]をクリックし
て、.licファイルを保存した場所に移動します。
ファイルをアップロードする代わりにライセンステキストを入力するには、[ライセンステキストの
入力（Enter License Text）]チェックボックスをオンにして、[ライセンステキスト（License Text）]
フィールドにライセンステキストを入力します。

b) [送信（Submit）]をクリックします。
ライセンスファイルが処理され、更新が正常に行われたことを示すメッセージが表示されます。
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Cisco UCS Directorシステムのセットアップ
次の図は、Cisco UCS Directorを使用した環境設定のワークフローを示しています。

図 1：環境設定のサンプルワークフロー
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システムの初期セットアップ

手順

ステップ 1 Cisco UCS Directorにログインします。
ステップ 2 [管理（Administration）] > [ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]を選択します。
ステップ 3 [ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]ページで [システムの初期構成（Initial SystemConfiguration）]

をダブルクリックします。

[ガイド付きセットアップ（Guided Setup）]ウィザードでは、手順のチェックボックスをオフ
にしてスキップすることができますが、プロセスのすべての手順を実行することをお勧めしま

す。

（注）

ステップ 4 ライセンスファイルをドロップするか、[ファイルを選択（Select a File）]をクリックして、Cisco Web
サイトからダウンロードした Cisco UCS Directorソフトウェアのライセンスファイルの場所を指定しま
す。

ライセンステキストを入力するには、[ライセンステキストの入力（Enter License Text）]チェックボッ
クスをオンにして、[ライセンステキスト（Licese Text）]フィールドにライセンステキストを入力しま
す。

ライセンスの更新, （6ページ）の手順に従ってライセンスファイルをすでにアップロード
している場合は、[スキップ（Skip）]をクリックします。

（注）

ステップ 5 アップロードが完了したら、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [言語（Language）]ドロップダウンリストから、希望する言語設定を選択します。

ウィザードのすべてのタスクを完了したら、いったんログアウトしてからシステムに再度ログ

インして、ロケールの変更を有効にする必要があります。

（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [DNSサーバ（DNS Server）]画面で、1つ以上の DNSサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [メールサーバ（MailServer）]画面で、メールサーバの設定を構成します。この構成により、CiscoUCS

Directorは電子メール通知を管理者およびユーザに送信できます。
Cisco UCS Directorがメールサーバと通信できることを確認するためのテストメッセージを送信するに
は、[メールサーバ（Mail Server）]画面の [テストメール送信（Send a Test Email）]チェックボックス
をオンにします。[テスト電子メールアドレス（Test Email Address）]フィールドに、Cisco UCS Director
から通知および承認メッセージを受け取る電子メールアドレスを入力します。

管理者とユーザが電子メールメッセージの送信元を簡単に識別できるように、送信電子メー

ルアドレスの名前を Cisco UCS Director名称で指定することを検討してください。
（注）

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 12 [NTPサーバ（NTP Server）]画面で、1つ以上のNetwork Time Protocol（NTP）サーバの名前または IPア

ドレスを入力します。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。
Cisco UCS Directorによって構成の概要が表示されます。設定を確認し、必要に応じて変更します。
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ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックして、推奨される次のステップを表示します。
ステップ 15 [閉じる（Close）]をクリックして、構成を保存します。

ユーザグループの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザとグループ（Users and Groups）]をクリックし

ます。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [グループの追加（Add Group）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明フィールド名

グループまたは顧客組織の名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^ {}! '@

[名前（Name）]フィールド

グループまたは顧客組織の説明（必要な場合）。[説明（Description）]フィール
ド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名テンプレー
トで使用されます。

[コード（Code）]フィールド

（任意）コストセンターの名前または番号（必要な場合）。この名前または番

号は、グループが関連付けられているコストセンターを表します。この名前

は、VMwareシステムポリシー VMの命名規則で使用できます。

[コストセンター（CostCenter）]
フィールド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエスト承認の

ステータスをグループ所有者に通知する目的で使用されます。

[連絡先の電子メール（Contact
Email）]フィールド

連絡先の名。[名（First Name）]フィールド

連絡先の姓。[姓（Last Name）]フィールド

連絡先の電話番号。[電話（Phone）]フィールド

連絡先の住所。[住所（Address）]フィールド

このグループのユーザのグループ共有ポリシーを選択します。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ共有ポリ

シーを作成した場合だけです。

[グループ共有ポリシー（Group
Share Policy）]ドロップダウン
リスト
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説明フィールド名

オンにすると、このグループのユーザは、そのユーザに割り当てられたリソー

スを持つことができ、これらのリソースを所有できます。また、これらのユー

ザは、グループに属するリソースを確認できます。ただし、ユーザ間でリソー

スを共有することはできません。

[ユーザへのリソース割り当て
を許可（Allow Resource
Assignment ToUsers）]チェック
ボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。追加するグループごとに、リソース制限を編集し、タグ

を管理し、ロゴおよびアプリケーションラベルをカスタマイズすることができます。

ユーザの追加

はじめる前に

グループにユーザを追加する前に、そのグループが作成されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザとグループ（Users and Groups）]ページで [ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザの追加（Add User）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ユーザのロールタイプを選択します。[ユーザロール（User Role）]ドロップダウンリスト

ユーザがアクセスできるグループを選択します。すで

に使用可能なグループを選択するか、または新しいグ

ループを追加できます。

このフィールドは、ユーザロールとしてサー

ビスエンドユーザまたはグループ管理者を選

択している場合にのみ表示されます。

（注）

[ユーザグループ（User Group）]ドロップダウンリス
ト
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説明フィールド名

ユーザが管理するMSP組織を選択します。

現在使用可能な組織を選択するか、または新しい組織

を追加できます。

このフィールドは、ユーザロールとして[MSP
管理者（MSPAdmin）]を選択している場合に
のみ表示されます。

（注）

[MSP組織（MSPOrganization）]ドロップダウンリスト

ログイン名。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^
{}! ' @

[ログイン名（Login Name）]フィールド

パスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory Access
Protocol（LDAP）認証を設定している場合は、
ローカルサーバではなくLDAPサーバでのみ
パスワードが検証されます。

（注）

[パスワード（Password）]フィールド

確認のためにパスワードを再入力します。[パスワードの確認（Confirm Password）]フィールド

電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリクエスト

のステータスと承認についてグループ所有者

に通知するために必要です。

（注）

[ユーザの連絡先電子メール（User Contact Email）]
フィールド

名。[名（First Name）]フィールド

姓。[姓（Last Name）]フィールド

ユーザの電話番号です。[電話（Phone）]フィールド

ユーザのオフィス住所です。[住所（Address）]フィールド
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説明フィールド名

システムでユーザアカウントを無効にする日時を設定

する場合にオンにします。ユーザアカウントが無効に

なると、ユーザはシステムにログインできなくなりま

す。

この日付から 1週間前に、アカウントが無効になるこ
とを知らせる電子メールメッセージがユーザに送信さ

れます。この自動メールメッセージは、

PeriodicNotificationToUserTaskシステムタスクによって
生成され、送信されます。

指定された日時に、ユーザアカウントが自動的に無効

になります。ユーザが指定した日付にシステムにログ

インすると、ログインセッションは自動的に終了しま

す。

[ユーザ無効化の日付を設定（Set user disable date）]
チェックボックス

このユーザのシステムの言語を個別に選択します。デ

フォルトでは、原語は英語に設定されています。

このユーザがログインすると、ユーザインターフェイ

スは、選択した言語で表示されます。このロケールの

選択は、このユーザにのみ適用されます。

[ロケール（Locale）]ドロップダウンリスト

このユーザがシステムにログインしたときに、クラシッ

クビューユーザインターフェイスを起動する場合にオ

ンにします。

他のユーザ用にクラシックビューを起動するようにシ

ステムを設定する機能は、リリース6.5でのみ使用でき
ます。クラシックビューは、続くリリースでは削除さ

れます。

[クラシックビューでログイン（Login with Classic
View）]チェックボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

ユーザが含まれている行をクリックし、[プロファイルの管理（Manage Profiles）]をクリックして、オプションでその
ユーザに複数のロールを割り当てます。
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物理インフラストラクチャのセットアップ

物理インフラストラクチャの管理について

Cisco UCS Directorを使用すると、物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャの両方を管理できます。物
理アカウントを管理する際には、まずサイトを作成してサイトにポッドを追加する必要があります。このアカウントを

作成すると、CiscoUCSDirectorが新しく作成された物理アカウント内のすべてのコンポーネントを検出します。通常、
検出プロセスには約5分かかります。システムで、新しいポッドを追加するか、または使用可能なデフォルトのポッド
を使用できます。物理アカウントは、デフォルトのポッドにも、追加したポッドにも関連付けることができます。

管理者はシステムに、最初に物理アカウントやバーチャルアカウントを作成できます。Cisco
UCS Directorの物理アカウントは仮想（クラウド）アカウントに依存しません。

（注）

サイトの追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [サイト管理（Site Management）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [サイトの追加（Add Site）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

サイトの記述名。[サイト名（Site Name）]フィールド

サイトの説明（ロケーション、重要性など）。[説明（Description）]フィールド

このサイトの担当者の名前。[連絡先の名前（Contact Name）] フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
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Pod の追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [ポッド（Pods）]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [Podの追加（Add Pod）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

Podの記述名です。[名前（Name）]フィールド

追加するポッドのタイプを選択します。次のタイプのいずれかになり

ます。

• [FlexPod]

• [VersaStack]

• [汎用（Generic）]

• [ExpressPodミディアム（ExpressPod Medium）]

• [VSPEX]

• [ExpressPodスモール（ExpressPod Small）]

• [Vblock]

• [HyperFlex]

• [仮想 SAN Pod（Virtual SAN Pod）]

汎用タイプ以外の Podには、特定の物理コンポーネントおよび仮想コ
ンポーネントにのみ対応しています。汎用ポッドには特定のポッドラ

イセンスは必要ありません。また、汎用ポッドには、任意のタイプの

物理コンポーネントまたは仮想コンポーネントを追加できます。Podの
実行に必要な個々のデバイスライセンスを含む、バンドルされた Pod
ライセンス（FlexPod、Vblock、VSPEX）の詳細については、『Cisco
UCS Director Installation and Upgrade Guides』を参照してください。

Cisco UCS Directorの IBMアカウントでは、VersaStackポッ
ドと汎用ポッドのみがサポートされています。

（注）

[タイプ（Type）]ドロップダウンリス
ト

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場合は、この
ステップを省略できます。

[サイト（Site）]ドロップダウンリスト

（任意）Podの説明です。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドには Podの
市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力します。

[住所（Address）]フィールド

統合チェックビューに Podを表示しないようにするには、このチェッ
クボックスをオンにして Podを非表示にします。Podからアカウント
の追加または削除は引き続き実行できます。

たとえば、このチェックボックスを使用して、物理要素や仮想要素の

存在しないポッドが統合ビューに表示されないようにすることができ

ます。

[PODを非表示（Hide Pod）]チェック
ボックス

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

Podにアカウントを 1つ以上追加します。

物理的なアカウントの追加

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [物理アカウント（Physical Accounts）]をクリックしま

す。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

物理アカウントが属する Podを選択します。[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト

カテゴリタイプを選択します（[コンピューティング
（Computing）]または [ストレージ（Storage）]）。[ス
トレージ（Storage）]を選択した場合は、ステップ 6に
進みます。

[カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト
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説明名前

この物理アカウントのアカウントタイプを次から選択

します。

• [UCSM]

• [HP ILO]

• [Ciscoラックサーバ(CIMC)]

• [IPMI]

[アカウントタイプ（Account Type）]ドロップダウン
リスト

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

このアカウントに使用する認証タイプを次から選択し

ます。

• [ローカルで認証済み（Locally Authenticated）]：
ローカルで認証されたユーザアカウントとは、ファ

ブリックインターコネクトを介して直接認証され

たユーザアカウントのことであり、管理者権限ま

たはAAA（認証、認可、アカウンティング）権限
を持っていれば誰でも有効/無効にすることができ
ます。

• [リモートで認証済み（RemotelyAuthenticated）]：
リモートで認証されたユーザアカウントとは、

LDAP、RADIUS、TACACS+のいずれかを介して
認証されたユーザアカウントのことです。

[認証タイプ（Authentication Type）]ドロップダウンリ
スト

次のオプションのうちいずれかを選択して、このアカ

ウントによってサーバを管理する方法を選択します。

• [すべてのサーバ（All Servers）]

• [選択済みのサーバ（Selected Servers）]

[サーバ管理（Server Management）]ドロップダウンリ
スト

追加したい物理アカウントに割り当てる固有の名前[アカウント名（Account Name）]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバのアドレス（Server Address）]フィールド
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説明名前

手動で情報を入力する代わりに、このアカウントのク

レデンシャルポリシーを使用する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredentialPolicy）]
チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（UseCredentialPolicy）]
をオンにした場合は、このドロップダウンリストから、

使用するクレデンシャルポリシーを選択します。

このフィールドが表示されるのは、クレデンシャルポ

リシーの使用を選択した場合のみです。

[クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]ドロップ
ダウンリスト

このアカウントにアクセスするためのユーザ名。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を

選択した場合には表示されません。

[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を

選択した場合には表示されません。

[パスワード（Password）]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択します。

次のいずれかになります。

• [HTTP]

• [HTTPS]

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を

選択した場合には表示されません。

[通信タイプ（Transport Type）]ドロップダウンリスト

サーバポート番号。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を

選択した場合には表示されません。

[ポート（Port）]フィールド

アカウントの説明。[説明（Description）]フィールド

アカウントの連絡先の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール（Contact Email）]フィールド

ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド

サービスプロバイダーの名前（既存する場合）。[サービスプロバイダー（Service Provider）]フィールド
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ステップ 7 このアカウントがストレージである場合、適切なアカウントタイプとして、[NetApp ONTAP]、[NetApp
OnCommand]、[EMC VNX]、[EMC VMAX Solutions Enabler]または [WHIPTAIL]の中から選択します。

ステップ 8 [追加（Add）]をクリックします。

ネットワーク要素の追加

ロードバランシングをサポートする仮想サーバを作成するには、最初にネットワーク要素を Cisco UCS Directorに追加
しておく必要があります。ロードバランサをCiscoUCSDirectorのネットワーク要素として追加した後、[管理するネッ
トワーク機器（Managed Network Element）]画面にその要素が表示されます。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [管理型ネットワーク要素（ManagedNetwork Elements）]

をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク機器の追加（Add Network Element）]をクリックします。
ステップ 4 [ネットワーク要素の追加（Add Network Element）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

ネットワーク要素が属するポッドを選択します。[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト

このネットワーク要素のデバイスカテゴリを選択しま

す。たとえば [F5ロードバランサ（F5 Load Balancer）]
を選択します。

[デバイスカテゴリ（DeviceCategory）]ドロップダウン
リスト

このデバイスの IPアドレス。[デバイスIP（Device IP）]フィールド

使用されるプロトコルを選択します。リストには次の

内容が含まれます。

• [Telnet]

• [SSH]

• [HTTP]

• [HTTPS]

F5ロードバランサデバイスを使用する場合、
HTTPおよび HTTPSのみを選択できます。

（注）

[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリスト

使用するポート番号。[ポート（Port）]フィールド
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説明名前

ログイン名。[ログイン（Login）]フィールド

ログイン名に関連付けられるパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

F5ロードバランサの追加が、システムタスクのインベントリ収集のトリガーとなります。[システムのタスク（System
Tasks）]画面で設定するポーリング間隔はインベントリ収集の頻度を指定します。

次の作業

仮想サーバを変更または編集するには、サーバを選択して [変更（Modify）]をクリックします。仮想サーバを削除す
るには、サーバを選択して [削除（Delete）]をクリックします。

マルチドメインマネージャアカウントの追加

次のタイプのマルチドメインマネージャアカウントを追加できます。

• PNSC：Cisco Prime Network Services Controllerアカウント

• DCNM：Cisco Prime Data Center Network Managerアカウント

• UCS Central：Cisco UCS Centralアカウント

• APIC：Cisco Application Policy Infrastructure Controllerアカウント

• EMC RecoverPointアカウント

• EMC VPLEXアカウント

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [マルチドメインマネージャ（Multi-DomainManagers）]

をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、ドロップダウンリストからアカウントタイプを選択しま

す。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [マルチドメインマネージャアカウント（Multi-Domain Manager Account）]画面で、次のフィールドに値

を入力します。

説明名前

このマルチドメインマネージャアカウントが属するア

カウント名を選択します。

[アカウント名（Account Name）]フィールド

（任意）アカウントについての説明。[説明（Description）]フィールド

マルチドメインマネージャアカウントを管理するサー

バの IPアドレスを入力します。
[サーバのアドレス（Server Address）]フィールド

追加したい物理アカウントに割り当てる固有の名前[アカウント名（Account Name）]フィールド

サーバの IPアドレス。[サーバのアドレス（Server Address）]フィールド

このアカウントにアクセスするためのユーザ名。[ユーザ ID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。[パスワード（Password）]フィールド

アカウントで使用する通信タイプを選択します。次の

いずれかになります。

• [http]

• [https]

[通信タイプ（Transport Type）]ドロップダウンリスト

サーバポート番号。デフォルトポートは 443です。[ポート（Port）]フィールド

（任意）アカウントの連絡先電子メールアドレス。[連絡先の電子メール（Contact Email）]フィールド

（任意）ロケーション。[ロケーション（Location）]フィールド
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ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

仮想インフラストラクチャのセットアップ

仮想インフラストラクチャの管理について

仮想インフラストラクチャを管理するには、Cisco UCS Directorでバーチャルアカウントを作成します。バーチャルア
カウントは、vCenterまたはMicrosoft Virtual Machine Managerと通信するためのサポートされるハイパーバイザまたは
クラウドサービスを表します。バーチャルアカウントはクラウドと呼ばれます。

ポリシーの管理

ポリシーとは、仮想マシンまたはベアメタルサーバのいずれであるかにかかわらず、新しいリソースが利用可能なシ

ステムリソースに基づいてインフラストラクチャ内でプロビジョニングされる場所と仕組みを決定する一連のルール

のことです。『Cisco UCS Director Administration Guide』の章「Managing Policies」を参照して、仮想インフラストラク
チャに必要なポリシーを作成します。

仮想データセンターの追加

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] > [仮想データセ
ンター（Virtual Data Center）]を選択します。

ステップ 2 [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]ページで [VDC]をクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [VDCの追加（VDC Add）]画面で、ドロップダウンリストからアカウントタイプを選択します。

選択したアカウントタイプによって、[VDCの追加（Add VDC）]画面に表示されるクラウド名のリス
トが決定されます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [VDCの追加（Add VDC）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

VDCの名前。

次のような特殊文字を使用できます。( ).& - _ `~ $% ^
{}! ' @

入力後、名前は編集できませ

ん。

（注）

[VDC名（VDC Name）]フィールド
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説明名前

今後の導入でVDCを使用できないようにするには、こ
のチェックボックスをオンにします。今後の導入で

VDCを使用できるようにするには、このチェックボッ
クスをオフにします。

[ロック済みの vDC（VDC Locked）]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明（VDC Description）]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセットアップ
されるグループのチェックボックスをオンにします。

[グループ（Group）]ドロップダウンリスト

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストで選択可能なオプションは、

指定したアカウントタイプによって決まります。

[クラウド名（Cloud Name）]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先

第 1レベルでサービスリクエストを承認する必要があ
るユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユーザの
チェックボックスをオンにします。複数のユーザを選

択できます。

[第 1レベル承認者（First Level Approver(s)）]フィール
ド

第 2レベルでサービスリクエストを承認する必要があ
るユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユーザの
チェックボックスをオンにします。複数のユーザを選

択できます。

[第 2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]フィー
ルド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者として選択
されたすべてのユーザからの承認を必要とする場合は、

このチェックボックスをオンにします。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval Required
from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電子メー

ルを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認または拒

否されるまで、24時間ごとに 1回通知電子メールを送
信します。

[承認依頼通知の数（Number of Approval Requests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子メールを
送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]フィー
ルド
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説明名前

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。このVDC
を使用した VMのプロビジョニングに関する通知を受
信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレス
（Provider Support Email Address）]フィールド

このVDCに関する通知をコピーする 2番目の連絡先の
電子メールアドレス。

[電子メールアドレスへの通知をコピー（Copy
Notifications to Email Address）]フィールド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択します。[システムポリシー（System Policy）]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシーを選択
します。

[コンピューティングポリシー（Computing Policy）]ド
ロップダウンリスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選択しま
す。

[ネットワークポリシー（Network Policy）]ドロップダ
ウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー（Storage Policy）]ドロップダウ
ンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポリシーを
選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image Mapping
Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウンリスト

このVDCの以下のページで、コスト明細の表示を無効
にするには、このチェックボックスをオンにします。

• [サービスリクエストの作成（Create Service
Request）]ウィザード

[導入設定（Deployment Configuration）]ペイン、
[カスタム仕様（CustomSpecification）]ペイン、お
よび [概要（Summary）]ペインにはコスト情報は
表示されません。

•特定の VMアクションページ：[VMサイズ変更
（VM resize）]、[VMディスクのサイズ変更
（Resize VM disk）]、および [VMディスクの作成
（Create VM disk）]。

•電子メール通知

[コスト明細の表示を無効化（Disable displaying cost
details）]チェックボックス
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説明名前

VMのプロビジョニング後のオーケストレーションワー
クフローを実行するために使用するポリシーを選択し

ます。選択されたワークフローは、VDC内の VMに対
するアクションボタンとして表示されます。

[ユーザアクションポリシー（User Action Policy）]ド
ロップダウンリスト

VDCの VM管理ポリシーを設定します。

このポリシーは、VDCで VMを管理する方法を定義し
ます。

[VM管理ポリシー（VMManagement Policy）]ドロップ
ダウンリスト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェックボッ
クスをオンにします。

このオプションは、一部のVDCタイプでのみ使用でき
ます。

[ストレージの効率性の有効化（Enable Storage
Efficiency）]チェックボックス

VDCのセルフサービスポリシーを選択します。このポ
リシーによって、VDCで実行できるタスクまたはアク
ションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作成する

VDCに対応するアカウントタイプに関連する
ポリシーが表示されます。

ユーザがVDCで実行できるタスクは、ユーザ
がマッピングされたロールと、VDCに割り当
てられたエンドユーザのセルフサービスポリ

シーによって定義されます。最新リリースに

アップグレードしている場合、VM管理タス
クを実行する権限は、いずれかの既存のエン

ドユーザのセルフサービスポリシーに保持さ

れます。ただし、ユーザが属するユーザロー

ルに定義されている権限が優先されます。

（注）

[エンドユーザセルフサービスポリシー（End User
Self-Service Policy）]

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。
VMのユーザは、次のタスクを実行できなくなりまし
た。

（注）

• VMの移行

•スタックビューの使用

• VMの割り当て
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次の作業

追加した VDCは、ユーザインターフェイスのオプションを選択して編集、複製、または削除できます。

カタログの操作

事前定義されたカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）およびベアメタル（BM）のセルフプロビジョニングがで
きます。システム管理者のみがカタログを作成できます。カタログでは、VMをバインドするクラウドの名前およびグ
ループの名前などのパラメータを定義します。

カタログを作成して公開し、使用可能にする必要があります。『CiscoUCSDirectorAdministrationGuide』の章「Managing
Catalogs」を参照してください。

セルフサービスプロビジョニングを使用した VM のプロビジョニング
セルフサービスプロビジョニングを使用して仮想マシン（VM）またはアプリケーションをプロビジョニングできま
す。セルフサービスプロビジョニングを使用して VMまたはアプリケーションをプロビジョニングするには、サービ
スリクエストを作成する必要があります。サービスリクエストワークフローには、VMへの必要なリソースの割り当
て、VMプロビジョニングの承認（必要な場合）、VMの作成とプロビジョニング、VMライフサイクル設定のスケ
ジュール作成、およびユーザへのVM作成の通知が含まれます。『CiscoUCSDirectorAdministrationGuide』の章「Using
Self-Service Provisioning」を参照してください。

ポストプロビジョニングライフサイクルの管理

Cisco UCSDirectorを使用してVMのライフサイクル（VMの電源のオンまたはオフ、VMのリース時間の設定、VMへ
のタグの適用など）を管理できます。『Cisco UCS Director Administration Guide』の章「Managing Lifecycles」を参照し
てください。

CloudSense 分析の使用
Cisco UCS Directorの Cloudsense分析は、インフラストラクチャリソースの使用率、ITインフラストラクチャスタッ
ク全体にわたる重要なパフォーマンスメトリック、およびリアルタイムのキャパシティを可視化します。CloudSense
は、仮想インフラストラクチャおよびクラウドインフラストラクチャのキャパシティのトレンド、予測、レポート、

プランニングの性能を大きく改善します。『Cisco UCS Director Administration Guide』の章「Managing CloudSense
Analytics」を参照してください。
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